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?Abstract?
The purpose of this study is to propose criteria for defining the scope of consolidation in making 
consolidated financial statements for medical corporation groups. In corporate accounting standards, the 
scope of consolidation is determined by whether a parent company has the greater part of share of other 
companies. However, for medical corporations, it is not able to use the same criteria for defining the 
scope of consolidation because the Japanese Medical Law denies any members? ownerships on medical 
corporations. In this study, the author points out following two things. Firstly, in making consolidated 
financial statements for medical corporation groups, it is suitable to use the economic unit concepts as a 
basic concept. Secondly, criteria for defining the scope of related public-interest corporations adopted in 
the accounting standard for independent administrative corporations.
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体概念の 2 つが存在するとされてきた 7）。企業会




































































































































































































































































ど行われていない。図 2 は，2006 年改正「医療
法」の施行日（2007 年 4 月 1 日）直前の 2007 年
























































多寡，出資の有無にかかわらず，すべて 1 人 1 票
で行われる（「医療法」第 46 条の 3 の 3 第 1 項）。































































































者の占める割合が 3 分の 1 以上である公益法
人等
　②　事業収入に占める独立行政法人との取引に
係る額が 3 分の 1 以上である公益法人等
　③　基本財産の 5 分の 1 以上を独立行政法人が
出捐している一般財団法人，公益法人








































































































則」第 33 条の 2）。
2） この記述は，2015 年 4 月 3 日に厚生労働省から提出された
「医療法の一部を改正する法律案」の提出理由による。





討会，第 4 回会議資料 2「医療法人における透明性の確保
等について」2014 年 4 月 2 日，10-11 頁）。
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正化に果たす役割」社会保障研究，第 2 巻第 4 号，2018 年，
569-571 頁もあわせて参照されたい。
5） 浅井一敬「医療にも『会計ビッグバン』連結決算導入の見
送りを疑問視する向きも」エコノミスト，第 84 巻第 68 号，
2006 年，海老原諭「医療法人会計における連結会計の必要
性」地域ケアリング，第 20 巻第 8 号，2018 年。










8） 企業会計基準委員会「企業会計基準第 22 号　連結財務諸表
に関する会計基準」，2008 年（最終改正 2013 年），第 51 項。
9） 同上。
10）同上，第 51 項ないし第 51-3 項。
11）「医療法の一部を改正する法律の施行に関する件」（昭和 25
年 8 月 2 日付厚生事務次官通達（発医第 98 号））第一，二。
12）同上，第一，四。
13）新田秀樹「医療の非営利性の要請の根拠」名古屋大學法政


























2002 年 12 月 12 日，25-26 頁。
20）医業経営の非営利性に関する検討会「医療法人制度の考え
方（報告）〜医療提供体制の担い手の中心となる将来の医
療法人の姿〜」2005 年 7 月 22 日，3-12 頁。
21）厚生労働省「種類別医療法人数の年次推移」2018 年 6 月 26
日。






注解』」2000 年 2 月 16 日（最終改正 2015 年 1 月 27 日），
第 128）。
25）独立行政法人会計基準研究会「独立行政法人会計基準の制
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